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研究成果の概要：研究成果の概要：インクルーシブ教育を理論的・実践的両側面から捉え、国

内外の障害に関する理念・教育制度の展開等について歴史的に解明するとともに、特定地域の

幼児・親・教師を対象として、障害のある子どもたちのスクリーニング評価の方法の開発とそ

の後の支援について、長期的な研究による成果を得た。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 14,200,000 4,260,000 18,460,000 

２００６年度 11,800,000 3,540,000 15,340,000 

２００７年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

２００８年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

  年度  

総 計 38,900,000 11,670,000 50,570,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：教育系心理学・思想史・社会福祉関係・インクルーシブ社会・5 歳児健診・スク
リーニング質問票・保育場面観察 
 
１．研究開始当初の背景 
インクルーシブ教育の理論研究は研究者も

少なく、総合的に取り組むということは行わ

れがたい状況であった。また、特別支援教育

が開始されたが、地域全体を基盤とする、特

に幼児の調査診断から、個々の幼児の課題へ

の適切な早期対応に関する研究は、ほとんど

行われていなかった。 

２．研究の目的 
上記の背景から、障害の理念や・教育制度に

関する理論研究を積極的に進めるとともに、

つくば市を基盤として、地域に住む幅広い幼

児の診断方法を開発し、適切な支援の方法を

明らかにする。 

 
３．研究の方法 
研究グループを、理論研究班、社会調査班、



幼児の能力評価研究班、支援実践研究班に分

かれて、各グループを中心に研究を進めた。

また随時、シンポジウムなどによって研究者

間や一般社会の人々との意見交換を図った。 

 
４．研究成果 

上記の各班において、障害の理念・教育制度

に関する研究、障害診断方法の開発と障害支

援方法に関する研究成果を得た。 

（１）理論的検討では、①「教育史・福祉史

における＜差異＞の捉え方とそれへの対応

の変遷」の検討結果から、「社会資源の不足

は、情報の偏りを生み、その結果、理論や施

策の多様性や柔軟性が失われることへとつ

ながる場合があること」が考察された。②「学

校における差異への対応の史的展開」の検討

結果からは、「教科学習（認識能力の形成）

と生活指導（社会性・道徳性の育成）という

2 つ学校の教育的機能のバランスをここの児

童生徒のニーズにもとづいて調整すること、

それぞれの機能の面で体系的な指導計画を

作成していくことが望ましいこと」が考察さ

れた。また、③「学校における実際的対応」

に関する調査研究の結果からは、「教師に対

しても、級友に対しても、ニーズのある児童

生徒の認知特性などの情報が適切に提供さ

れることで、関わり方に好ましい変化が生じ

ること」が示唆された。 

「障害（差異）を寛容する学校や社会」を実

現するためには、さまざまな社会資源を活用

した情報の「収集・蓄積・吟味・再提示・共

有化」を、社会政策決定のレベルから教育実

践現場のレベルまで、あらゆる段階で実現す

ることが必要であると考えられた。 
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